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　 in　this　paper　a　test　meth （，d　tbr　cvaluating 　the　ability 　of 　adsorptive 　bui【ding　matcrials 　to　reduce 　the　concentration 　of 藪〕rmaldehyde 　is

examined 、　 Thc　authors 　develop¢d　a　ncw 　mcthod 　that　uses 　a 　smallchamber 　t〔， に st　thc　supprcssivc 　ctTect　ofadsorptivc 　building　matcrial 　on

tl）rmaldchyd ひ emitting 　mat じrials ．　Two 　smal ［ chambers 　are 　prep目rcd 、　 with 　thc 恥 rmaldehyde −emitting 　building　material 　placed　in　one

chamber ．　and 　 a　composite 　bu日ding　matcrial 　comprised 　 of 　ads．　orptive 　building　matcria ］and 巳hc　sam ¢ kind　or　thc　fc）rmaldchydc −cmitting

building　matcrial 　i旧 he　other．　Thc　fc〕rmaldehyde 　emission 　factors　 ofthe 　tw 〔｝ chambcrs 　arc 　comparcd ，　and 　thc 　equiva ］cnt 　vcntilation 　 ratc 　Q．，i，

isじ alculatcd ．　 This　test　 m じthod　 cnables 　the　indo〔｝r　Go 隅 ¢ ntration 　reducing 　pcr「brmanco 　and 　 the　 suppressive 　perf（）rmance 　or 　lhe　adsorptive

building　materials 　to　be　evaluatcd 　aRhe 　same 　time．　The　tests　of　th巳 suppressivc 　cffect 　arc 　cxamincd 　using 　scvcml 　kinds　of 　adsorptivc

building　matcrials ，　and 　accordingly 　thc　validity　ofthe 　test　method 　is　veritJed 、

梅 ｝wo π 佃 Adsorptive　Buitding　MateriaL　Eormaldehyde．　Adsorption　rate，　Equivalent　」”entitation　Rate

パ ッ シ ブ 吸 着 建 材 、ホ ル ム ア ル デ ヒ ド、吸 着速度、換気 量 換算値

1。序

　本研 究 は、ホ ル ム ア ル デ ヒ ド （HCHO ） を 室内 に 放 散す る建 材 に

HCHO を 吸 着す る 能 ノJを持 つ 建材 （パ ッ シ ブ 吸着建材） をは り付 け

し た 場 合の HCHO 放 散抑制 性 能 な らび に 室内濃度低 減性 能 を具体

的に 測 定す る 方法 を 提案 し、そ の 有用 性 を検討す る。

　 シ ッ ク ハ ウス 問題 で の HCHO 汚 染 源 対 策 が 進 む
一

方、パ ッ シ ブ 吸

着篷材 に よ る 濃度低 減効果 を謳 っ た 製品 が 市 場 に 流 通 して い る
k
−　1’S）。

最近 で は、（財）目本建 築セ ン タ ーで パ ッ シ ブ 吸着建 材 の ttl内 空 気 汚

染濃度低減性 能 に 関す る認 定 制度 が開始 され て い る ほ か
文 6〕、パ ッ シ

ブ吸 着 建材 に 関す る 濃度低 減性能試験法 の JIS 化 も検 討 され て い る

・ic　T）。しか し、そ れ ら濃度低 減性能試験 法が 検討 され て い る もの の 、

現 状 で は 統
一

され た試験 法が ない
ts ．1Z｝。パ

ッ シ ブ吸 着建 材は 蒸散 攴

配 型 建 材 の 化 学 物 質放散 と同 様、建材表 面 の 気流性状、すなわ ち物

質 伝 達 率 a、p、に 大 き く影 響 を 受 け る こ とが 報告 され て い る
t11・1S．16｝．

汚 染濃度低 減性 能が 気 流性 状な ど に 大 き く影響 を受 ける こ とは 、試

験 条件の 違い に よ り低減性 能が 大 き く異な る 可能性 を意味す る 。

　 低減性 能試験 法の 第．一の 目的 は、実際に 使用 され る 時の 性能 を 予

測 で きる こ とで あ る。す なわ ち．室 内 の 条件 に 近い 状態で 試 験 を 行

う必 要 が ある。．．一
般的 な室内 で の 物質伝達率 は、Jls　A 　190i で は 水

蒸 気で 9〜18【m ！h］として い る
k　1コ．一 ／。こ の 物質伝達 率は、こ こ で は

試 料面積の 平均 を 意味 し て い る が、気流性 状 だ け で な く、試料面積

の 大小、試料近傍 の 濃度分布性 状 な どの 影響 も受 ける。し た が っ て 、

試験時 に は パ
ッ シ ブ 吸着建材 表面の 物 質伝達 率が室内 の 条件に 対 応

す る よ う注意 が必 要 で ある。また、濃 度低減性能 が雰囲 気濃度 の 影

響を受 け る 可 能性が ある た め、試験時 の 汚 染 ガ ス 濃度 は、実現 象に

対 応 させ る こ とが 必 要 で あ る n さ らに 試 験 片 の 大 き さ に も注 意 を 払

う必 要 が あ る。

　 筆 者 ら は 物 質 伝 達 率 制御 型 ，1・形 Chamber （境 界 層型 小型 Test

Chamber ） を用 い て 、定 常 法 に よ る パ ッ シ ブ 吸着 建材 の HCHO 濃度

低減性 能試験 を検討 して きた
・kl11 、こ れは 、実現象 に 対応 した既 知

濃度 の HCHO を
「
1
’
est 　Charnber に

．一
定濃度 で 供給 し、給・排 気濃 度 （G ，

Ce ）を測 定す る こ と に よ っ て 、吸着 速度 ads 　［μg1（m2h ）］お よび換 気量

換算 fte　q。a、［m31 （hm2 ＞］を求 め 、パ
ッ シ ブ 吸着建材 の 室内 HCHO 濃度

低減性 能 を評価す る
St’　1〕。定常法 は、実際 の 使用 時 に 近 い 条 件の 性 能

を 測定す る の に 十 分な もび）と 考え られ る。し か し なが ら、特 に
一

定

濃度の 汚染 ガ ス を連続供給す る 難 し さや 標準 ガ ス が 高価 で あ る とい

っ た 欠点 が あ る 。

　 濃度低減建 材 で あ る パ
ッ シ ブ 吸 着建 材 は、汚染ガ ス 放散 建材 の 表

面に は り付 けも し くは 塗布 し、汚染 ガ ス 放散 を抑制 す る こ と を 目的

とす る もの も多い 。しか し、放散 面す べ て を覆 う こ とが 困 難 な場 合
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も ある の で、放 散面 全面 に パ
ッ シ ブ吸着建材 が取 付け られ な い 場 合

も生 じ る。また、パ ッ シ ブ 吸着建材 を使用 す る以 上、単な る ガ ス 不 透

過 膜 を は り付 け る な どの 対 策 と は違 い 、別 の 放散 源 か ら発 生 した 室

内 空 気 中 の HCHO 濃 度低 減 が 期 待 され る こ とは 当然 で あ る。す な わ

ち．放 散 を 抑 制 す る性 能 な らび に室 内 濃 度 低 減 性 能 を 評 価す る試 験

法 が 求 め られ る。こ の よ うな 状 況 で、Test　Chamber 内 に
一

定 濃度 の

汚染 ガ ス を 導 き 低減性能 を 試 験す る 定 常法 と は別 に、HCHO 放散 建

材か らの HCHO 放散 を抑 制 し、さ らに 室 内 HCHO 濃 度 を低減す る

性能 を 同 時 に評価 す る試 験 法の 開発 が 求 め られ る。

　今 回、JISA1901 小 形 チ ャ ン バ
ー

法 を基 本 と し
蝉 ，、HCHO 放散抑

制性 能 試 験法 を 考案 し、そ の 有効性 を 検討 し た
kl7‘IP）。こ の 試験法

は、パ ッ シ ブ吸 着建 材 を HCHO 放散 建 材の
一
部 に 塗布・

は り合 わせ

る な ど し た 場 合の HCHO 放散抑制 性能 な らび に 濃度低減性 能 を 測

定 す る もの で あ る 。本法の 特徴は 、1）JISA1901 に 準 じ た 測定 法で

よ く、試 験 方 法が 簡 便 で あ る こ と、2）既存 の 放散試験用 Test　Chamber

を用 い る こ とが で きる こ と、3）吸着性能 を検討す る際、吸着 され る

汚染 ガ ス を安 定供給す る手間が 不要 な こ とな どで ある。

　本報 で は、  HCHO 放散抑 制性能試験 法の 有用性、  換気 量 Q

お よ び 試験建材 面 積 バ の 比 o，

・
M を 変え た 場 合 の 濃 度 低 減 性 能への 影

響、  湿 式 パ
ソ シ ブ 吸着建材 （塗 り壁 材 ）への 適 用 可 能 性、  HCHO

放散抑 制性能試 験 と 定常法に よ る濃 度低 減性 能試 験 との 対 応 を検討

し た 結果 を 示 す。ま た 参考 と して、  定 常 法試 験 で etA を変 え た

場合 の 濃 度低減性 能への 影 響 な らび に 建材表 面の 気流性状 を制御 す

るユ ニ ッ ト
／t
−　！”．川

を 用 い た 試験 結果 も示 す。

2．HCHO 放 散抑制性 能 試 験測 定 原理

　 本 研 究で は 、放 散抑制 とい う用 語 を 次の よ うに 定義す るe

（a）狭義 の 放散抑 制 ：HCHO 放散建 材 の 放散 面 に パ
ッ シ ブ 吸 着建材

　 を は り付 け、直接 放散 を 抑制す る。

（b）広 義の 放 散 抑制 ：解釈 を 拡張 した 放 散抑制 で あ り、放 散面 か ら

　
．一．．
度 気 中に 放散 され た 化 学物質 をパ

ッ シ ブ吸 着建材 で 吸 着し、こ

　 の 放散 面 か ら実 質的 に 室内 に 放散 され る 化 学物質 の 量 を抑 制す

　 る効果 で あ る．

（b）の 広 義 の 放散抑 制性能 は．もちろ ん 通 常の 室内汚 染濃度低 減性能

と 同 じ で あ る。今回 提 案す る 放散 抑 制 性 能 試 験 は、こ の 狭 義 の 放散

抑制 と広 義 の 放散抑制 の 両 者 を あ わ せ て測 定 す る 試 験 方 法 で あ る e

　 定常的な換 気の あ る状 況 ドで、パ
ッ シ ブ 吸 着 建 材 の 狭 義 と広 義の

HCHO 放 散抑制性 能 を測 定す る．2 つ の 小 形 Chambcr （Chamberl ，
Chamber2 ） を用意す る e 図 1 に 測 定 シ ス テ ム を示 す。　 Chamberl に

HCHO 放 散建 材 を設置す る。　 Chamber2に HCI｛O 放 散建 材の 表面 の

一
部 （面積比 2！3 （67％））にパ

ッ シブ吸 着建材 を は り合 わせ た
”
複合

建材
”
を設置 す る。J且S　A 　l90rに よ る測 定 を行 い 、両Chamber の HCHO

放散 量 （放散速度 ε島 ） を 比較 し、狭 義の 放 散抑 制性 能 な らび に 広

義 の 放散抑 制 性 能 （室 内濃 度低 減 性 能 ） を 評 価す る．

　試 験は 複 合建材 の は り 合 わせ 面 か ら HCHO 放散 が 生 じ な い こ と、

す なわ ち狭 義 の 放 散抑 制 性 能 が 100％ で あ る こ とを 前提 とす る。さ

らに 、複合 建材 の HCHO 放 散建材 露 出 面 （面 積比 lt3 （33％ ））か ら

放散 され る HCHO を パ ッ シ ブ 吸 着 建材 が どの 程度気 中か ら濃 度低

減 （広義 の 放散抑制 ） した か を評 価す る。その た め、パ
ッ シ ブ 吸着

建材 を は り合せ た 面 を 通 し て HCHO 放 散が 生 ず る と （狭義 の 放 散抑
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図 lADPAC 　System に よる HCHO 放 散抑制性能試験

表 1　吸 着 速 度 ads 　k’よび 換 気量換算値 C。、t，算出 方 法
注 2｝ ’3〕

∫… ・ EEal−＠1
−c。！」・ ρ・（c 、t

−c
、b．、1）・ nV

　−（c、t
一
鯨 ）・ q ・ A ・（c 、1

−c
翩 ）・ ・1飼

・1・
・〔

A3

〕・E蜘 ・
・讐

妬 L ＠ 一

 
1レ9

S2．1β
・（調 ・ EF

。 2．L1コ　・　A ・ EF。2 −（C 、2
−
％ 、2）・ e

（1）

　　　・爾 ・ EFal．］／・．
一（2A13）・ 幡

幡 司 ！2 ・ ¢蜘 3
− EFa、，11，）

一＠12A）・Kc、1　一　c 、h，，1）
−3（c ，2

−c
，、．、2）｝

　 　 　 　 　 ads

Gad．s’＝
　　　 Cl2 −Cth，12

・… 十
1

認り・ 1・

Sl ：HCHO 放散量［pgth】

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

Sl．1，、 ：HCHO 放散建材 の 113（33％ ）の 面積 か ら放散 され る HCHO 放 散

　　 量 【P9！h］
EFo ； HCHO 放散速度［μ91（mih ）1
EFa．b，・1 ：HCHO 放散建材の 1〆3（33％）の 面 積か ら放散 され る HCHO 放

　　　 散速度［pgt（mZh ）1
nl 換 気 回 数 ［h

．1
］

Q ； 換気 ajim’／h］
跨 Chamher容 積［m

コ

］

A ：建 材 面積【ml ］
L ： 試料負荷率［m21m

’

］

C，1 ：経過時 間 t にお け る HCHO 濃度［p9！m
コ

］

C
’
tわ．厂：経過時 間 t に お け る トラ ベ ル ブ ラ ン ク【μg！m3 ］

ads ： パ
ッ シ ブ 吸 着 建 材 単位 面積 当た り の HCHO 吸 着速度｛pg〆（m2h ）］

Q。d，：換気 量 換算 値「m
コ1（hmZ ）］

諏ρ2，i ： パ
ッ シ ブ 吸 着 建 材 面積 が 213 （67％ ）の 時 の 放 散 抑 制 率 ［％］

制 性 能 の み を 考え る と、100％ で な い 場 合 ）、そ の 分広 義の 放散 抑制

性 能、す な わ ち 濃度低減性 能が 小 さく評 価 され る。こ こ で 、　Chamber2
に 設置 され て い る 複 合建材 の HCHO 放 散 建材 放散面 を どの 程度パ

ッ シ ブ 吸 着建材で 覆い 、どの 程 度放 散面 を残 す か は、試験結 果に影

響 を 6・え る。本研究 で は、複 合建材 の 作製の 容 易 さ、Test　Chamber

に 設置 した場 合の 対称性 な どを 考慮 し、吸着建 材 で 覆 っ て な い 面積

が 1t3 （33％ ） と比 較的大 き い 場 合 の 検討 を 行 う。

　Chamberl で の 放散建材 面 積 の 113 （33％ ）か らの HCHO 放散 量 が

Chamber2 で の HCHO 放 散 量 と仮 定 し、濃度 低減 （広義 の 放散抑制 ）

が 生 じな い 場合 の Chamber2 の 濃度 とす る 。こ の 濃度 に 対 し、面積
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比 2／3 （67％） の パ ッ シ ブ 吸 着建材 が どの 程度放散抑制 性 能 （狭 義 と

広 義 ）を 有す る か を 測定 す る。なお 、実際 の Chambcr2に お け る HCHO

放散 建材か らの E＆2は 、放散面 積 バ が 113 に減 じ、さ らに パ
ッ シ ブ

吸着 建 材 に よ る HCHO 吸 着の 影 響に よ りChamber 内濃度 が 低 ドす る

た め放 散 量 が大 き くな り、Chamberl で の EF 。1 に比 べ 大 き く な る傾

向 を 持 つ
文 2Z 崩 。こ れ は、低 減 性 能 と して は 安 全側 の 性 能 評 価 に な

る、

3．濃度 低減性 能の 吸着速 度お よ び 換気量換算値 の 算 出法

　 HCHO 放 散建材 を Chamberl に 設置 し、経過時 間 ’に お ける HCHO

放散 量 Sl二趣 Eみblは、表 1 の 式 （1）とな る。した が っ て 、　Chamberl

の HCHO 放散 建材 の 表 面 lt3 （33％ ）か ら放散 され る llCllO 放散量

Sl．］1コは、式 （2） となる
sl．1｝。　 Chamber2 の 複 合建材は、　 HCHO 放散建

材 の 露 出 部分 （面 積比 且／3 （33％ ）〉に よ る HCHO

合板

パ ーテ ィ クル ボード

　 　 　 　 　 HGB

　 　 　 　 　 DGP
　 　 　 　 　 WET
パ ツ シ ブ
　 　 　 　 　 RW
吸着建材
　 　 　 　 　 HPC

　 　 　 　 　 PNT

　 　 　 　 　 CSB

HCHO 吸収分解 せ っ こ うボー
ド

珪藻 上入 りせ っ こ うプ ラ ス タ
ー

湿 式 材料 （粘 土鉱物＋酵素＋特殊液 ）

ロ ッ ク ウ
ー

ル 系建 材

多孔 質調湿 セ ラ ミ ッ ク 建 材
ベ ン キ

ケ イ カル 系調湿 建 材

遮蔽材 Al ア ル ミシ
ー

ル

　 　　 　 　 RW （R）
比 較 建材
　 　 　 　 　 GB

ロ ッ ク ウ
ー

ル 系建 材 （通常 品）

せ っ こ うボ
ー

ド （通 常 品 ）

ft　3　 HCHO 放散抑 制性能試験 ケー
ス （28℃．50％ RH ）

Case Chamberl 　 Charnber2
　　　　　　　　　　　［h

’1
］

QtA
［mth ］

SE−1−PlySE
−2・PB

妙
BPP

 
BD
卩
P

5500 5624TOO

SE−3・Ply−HGB
SE−4−Ply−A 且

SE−5−PB ・Al
SE・6鬯PB −HGBl
SE冒7−PB ・HGB2
SE−8−PB 一臼GB3
SE齟9−PB −DGP
SE−10−PB −WET
SE−11−PB−RW
SE匿12・PB ・HPC
SE・13・PB 冒PNT
SE−14−PB −GB

妙

妙
BBBBBBBBBB

PPPPPPPPPPPPPly＋ HGB 　　 O．5
P且y＋AI　　　　 O．f
PB＋A 且　　　　 0．5
PB ＋HGB 　　 　O．5
PB ＋HGB 　　 　O．27
PB ＋liGB 　　　O、5
PB ＋DGP 　　　O．5
PB ＋WET 　 　 O．5
PB ＋RW 　 　 　 O．5
PB ＋ HPC 　 　 　O．5
PB ＋PNT 　　　 O．5
PB＋GB 　　　　 O．5

0．25
α250
．230
．460
．250
．230230

．230
．230
．230
．230
．23

表 4　定常法試験 ケ
ー

ス （28℃、50％RH ）

Case 試 料　　 AD −FLOW 　 n 【h111　 ρ肩 ［m ！h］
SS−1−HGB 且

SS−2−IIGB2
SS−3・HGB3
SS−4−DGPSS
−5・RWSS
−6−HPCSS
−7−PNTSS
−8−CSBSS
−9−GBSS
−10−RWR

HGBHGBHGBDGPRWHPCPNTCSBGBRW

（R）

有

無

無

無

無

無

無

無

無

無

55555555550000000000 0．460
．460
．230
．230
．230
．230
．230
．230
．230
．23

度 28℃ 、相 対湿度 50％、n
＝＝O．5【h

’il、　g珂 （＝n／L）＝O．46．O．23　［m ／h亅

としたu 供給 HCHO 濃 度 C、は 、且00 ［μg！m3 ］と した。分析 は 生1 と同

様、DNPH カートリッ ジ に よ りサ ン プ リン グし （0．167　L／rnin，10．O　L）、
HPLC に よ り 定量 し た。

5．結果

一

　HCHO 放散抑 制 性能試験 を fJ」な っ た結果、一定濃度 の HCHO ガ ス
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長 5　HCHO 放散抑制性能試 験結 果 （28℃．50％ RH ）

Case
　 　 　 Chamberl

G 【μ tm3 　 EF 。，［ （m
コh）

　 　 　 Charnber2

G 　 m
コ

　 EF。」［ （m2h ）】
ads 　［pgt（m2h ）］ 9．d．．［m ’1（hml）］　 ∫物 ， ［％ 亅

SE−1−PlySE
−2−PBSE
−3−Ply−HGB

SE−4−Ply−Al
SE−5−PB 凾Al
SE−6・PB−HGBl
SE−7−PB−HGB2
SE・8・PB −HGB3
SE・9−PB −DGP
SE−1 一PB −WET
SE−11・PB−RW
SE−12−PB −HPC
SE−13−PB ・PNT
SE−14−PB −GB

400、880
．9280
．0268
、193
．987
．4107
．8115
．3109
．2105
．693
．381
．9103
、9127
．1

100、237
．470
」

67．221
．840
．527
．026
、725
．32452L619

．024
．亘

29．5

519．182
．716
」

119．764
．010
．212
．516
．2

　 9．3147
．331
．266
．527
、3110
．6

129、8383

　 4．030
．014
．8

　 4．7
　 3．1
　 3．7
　 2．234

．2
　 7．215

．4
　 6．325

．6

29、0
−11．4
−1L413

．2
　 8．8
　7．8
　9．4
−39．0
一 、0
−13．7
　2．6
・23．7

L8
−0．1
−0．21
．30
．70
、51
．0

−0．3
−0、0
・0．20
．1

−0．2

94、355
．431
．988
．488
．486
、09L5

−39．566
、618
．773
．812
．9
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　 図 3HCHO 放 散 抑 制 性 能試 験

　 　 HCHO 放 散建材 単体 （SE−2−PB ）
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　 図 4HCHO 放 散 抑 制 性 能試験

　 　 　複 合建 材 （SE −5−PB ・AI）

の 供 給が 不 要で 既 存 の 放 散 試 験 用 Test　Chamberを使 用 で き、試験 法

も JISA1901 に 準 じた 非 常 に簡 便 で 有用 な測 定法で あ る こ とが確認

で きた。

　表 5 な らび に図 3〜7 に 結果 を示 す d 図 3 の ILCHO 放散 建材 単体

（SE −2−PB ）で は、両 Chamber の 放 散速 度 EFaが ほ ぼ同 じで あ り、

HCHO 放 散抑制性 能試験 に 使 用 可 能 な 建材 で あ っ た。

　図 3 （SE −2−PB ＞ と図 4 （SE ・5−PB −AI） を 比較 す る と．図 4 の Al

を は り 合せ た場 合は 狭義の 放散 抑 制 性 能 が あ る た め 、Chambcr2 の 複

合 建材の EFai が Chamberl の EF 。1 よ りも ・」・さ くな っ て い る こ とが わ

か る。こ の こ とか ら、SE−4−Ply−Al、　SE −5−PB−A1 の 場 合 （表 5）、狭 義

の HCI ｛O 放散抑 制性 能 が あ る こ とが わ か る。しか し、　HCHO 放散 建

材 は HCHO 放散 面積 （（2凋 ← nfL ）） の 違 い に よ り、HCHO 放散 量

が 変化 す る とい う性 質が ある
n　IZI コ）。こ の た め、式 （D〜（4）で 求 まる

Chamber1 の HCHO 放散 建材単体 （PB ） の EFal．vl よ り、Chamber2

の 複 合建材 （PB＋Al） の EFn ？．1，コ が 大 き くな り 、ads や ρ。、isは 負の 値

とな る．，よ っ て、広 義の 放 散抑 制性能 （濃 度低減性能） が な い こ と

が わ か る。本試験 法は 吸着性 能を有す る パ ッ シ ブ 吸 着建 材 を 対象 と
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　 図 6HCHO 放散抑制 性 能 試験

　 　 　複合建 材 〔SE −9−PB −DGP ）

一
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00
　　 　 　 2　 　　 　 4　 　 　　 6 　　 　 　 8

　　　　　 経過 日数［日1
　 　 図 7HCHO 放散抑 制 性 能試験

　 　 　 複合建 材 （SE・14−PB −GB ）

し た試験法 で ある。こ れ よ り 、単に 遮蔽効果 （シ ール 効果）だ けで

は、広義 の 放散抑 制性能 （濃度 低減性能） を 過大評価 しない 試験法

で あ る こ とが確認 で きた。

　SE−6・PB −HGBI 〜SE−8−PB −HGB3 を比 べ る と、q，’A ← nfL ） の 変化

に よ っ て ads ，ρ。dsが影響 を受 ける こ とが わか っ た （表 5，図 5）。横

並びの 性能 評価 をす る ために は、0／A ← ，itL） を…定 と した試験 条

件 が必 要 で あ る。SE−9−PB−DGP ，　SE−IO・PB −WET は、湿 式材料 の パ ッ
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シ ブ 吸着建 材を試験 した 場合 で あ る （表 5，図 6）。湿式材料 を

使 用 した 場 合 も同様 に HCHO 濃度低減性 能 を評価 で き る こ と

が確 認で きた。

　表 5 の SE−8−PB−HGB3 以降は 、（？，
’A 　
− O．23 【m ／h】の 条件 で 試験

を行 な っ た 結果で あ る 。HGB や DGP は、狭義の HCHO 放散抑

制性 能な ら び に 広 義 の 放散抑制性 能 （濃度低減性 能）が 確認 で

きた。こ れ は 、図 3 （SE−2−PB ） と図 5．6 を比 較 し て も理解 で き

る 。ま た、比 較建 材 GB （SE −14−PB−GB ）は、表 5，図 7 よ り

Chamberl（PB 単体）とChamber2（複合建材 ：PB＋GB）の HCHO

放散速 度が ほ ぼ同 じで ある の で 、HCHO 放散抑 制性能 （狭義 と

広義） が見 られ ず、通 常の 建材 は濃 度低減性能 がない とい う評

価 が で き た
11v：1。一一方、SE−10−PB−WET 〜SE−13−PB−PNT の パ ッ シ

表 6　定常法に よ る HCHO 濃度 低減性能 試 験 結果 （28℃ 、50％ RH ）
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　SE−4−Ply・Al，　SE−5−PB −Al で は、　HCHO 放 散面の 2／3 の 面 積に 遮蔽

材 を想 定 して Al をは っ て い る。表 5 の 放 散 抑制 率 Sup213をみ る と、

そ れ ぞれ 約 55％お よ び約 32％ の 放散抑制 率で あ り、い ずれ も A1 で

覆 っ た 面 積 比 の 67％を 大幅 に 下 回 っ て い る 。こ れ は、11CHO を放散

す る Ply （合 板 ）や PB （パ ーテ ィ ク ル ボ
ー

ド）の HCHO 放散 性 状 が、

室 内 空 気 が 低 濃 度 ほ ど大 き く な る こ と に 対 応 し 、Chamber2 で の

HCHO 濃度 が Charnberlに 比 べ 低 下 し た た め、そ の 分放散 量 が増加

す る こ とに 対応 して い る
鐸 23 ｝。こ の 現 象は、実 際 の 室 内 で も生 じ

て い る可能性 が あ る。今回 提案 す る試験法 は、こ の 現象 を想 定 した

試 験法 とな っ て い る。

　Al は遮 蔽効果 に よ っ て HCHO の 放散 を抑制 して い る が濃 度低減

効果 は な く、狭 義 の 放 散 抑 制 性 能 しか ない 。一
方、HGB 、　DGP ．　PNT

な ど は SUPU3 が 67％ 以 h と大 き い こ とか ら、広 義 の 放 散抑制性能 （濃

度低減 性 能 ） を 有 す る。また、SE・14−PB −GB の よ うな 比 較建 材の 場

合、SUPu コ が 67％ よ り大 幅 に 小 さい e こ れ は、建 材 中を HCHO が透

過 し て し ま っ て 狭義 の 放散 抑制 性 能が ない だ けで な く、広 義の 放散

抑 制性 能 もな い 、す な わ ち濃度低 減性 能 もない こ とが 原因 で あ る。

　表 7 に示 す よ う に、HCHQ 放散 抑制性能試 験の Q。，tsの 方 は定 常法

の ρ。、i，よ り も小 さな 値 とな るが 、両試 験法 の 結果は 対応 して い る。

また図 11 か ら、HCHO 放散抑制性能試験 法が定常法 よ り も安全側

に 評価 され て い る こ とが わ か る。こ れ は 、HCHO 放 散抑 制 性 能試験

の 場 合、前述 し た よ うに   複 合 建 材 の HCHO 放 散 面 積 が lt3に 減

少 す る の で EF．が 大 き く な る こ と、  吸 着 面 積 も 定常法 よ り小 さく、

  さ らに 気 中か らの HCHO 吸 着 だ け で な く建 材 中 を 透過 して くる

HcHO も吸 着 しな くて は い けない の で 、非常 に厳 しい 性能評価 とな

る。こ の こ とは、パ
ッ シ ブ 吸着建材 の 濃度低減性 能 を安全 側 に評 価

す る こ と に なる．

　 表 6 の SS−3−HGB3 〜SS−8−CSB を み る と、RW や HPC は 定常法 で

は 濃 度低減性 能 が 確 認 され たが 、HCHO 放散抑 制性能試験 で は性能

が 見 られ な か っ た。こ れ は表 面 の み で 室 内の HCHO 濃度の み を低 減

させ よ うと意 図 した 建 材 の 場 合 、HCHO 放 散 抑 制 性 能試験 は 非常に

厳 しい 試 験 とな るこ とを示 唆 して い る。一・
般的に 住宅 内で は 、壁・

天井裏な ど、放 散抑制 建材 をは り付 けで きな い 場所 が存在 し、室 内

側 への 透過・移流 も考 え られ る。実際、佐 藤 らや林 らは、実大実験 住

宅 に お い て 壁 体内か ら室内側へ化 学物質 が移 流や透過す る こ と を確

認 して い る
・
k　14・2s ，。す な わ ち、パ

ソ シ ブ 吸 着建材 に よる 室 内 空気 中

の HCHO 吸 着 は、壁 裏な ど放 散 抑 制 建材 を は り付 けで きない 面 か ら

放 散 され る 11CHO に も対 応 す る こ と も 当然 の こ と と考 え られ る 。こ

の 意 味 で今 回 提 案す る HCHO 放散 抑制性能 試験 は 、よ り 実現象に 近

い 試 験 方法 と考え られ る。

7．結論

　パ ッ シ ブ 吸 着建材 の HCHO 濃度 低減性能 試験法 として 、HCHO 放

散抑制性 能 試 験 を行 っ た。

1） 本試 験 法は 、JIS　A 　190］ を基 本 と し、汎 用 的 な 20L小 形 Charnber

　 　を使 用 した 簡 便 で 有 用 な測 定 法 で あ る。

2） 本 試 験 法 は 、パ ッ シブ 吸 着建材 の 狭 義の 放散抑制性 能 と広義の

　 抑制性 能 で あ る室 内 濃度低 減性 能 を 同 時 に評 価す る も の で あ り、

　 実現 象に 近 い 試 験法 で あ る。

3） ボ
ー

ド類の ほ か に 湿 式 材 料 に つ い て も本 試験法 が適 用 可 能で あ

一 50 一

表 7　HCHO 放散抑制性能試 験法 と 定常法試 験 の Q。d．，の 比 較

試 験 建材
　　　 ρ。as ［m3nimi ］
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図 IL　 HCHO 放散抑制性能試 験 と定常法試験 の q。、t．の 関係

　 る こ とを 確認 した。

4） 性能 評価指標 と して 用 い た 換気 量 換算値 g。、t，は、本試験 法 と定

　 常法で ほ ぼ 対応 して い るが、定 常法 よ り も小 さか っ た。これ は

　 安全側の 性能評価 に つ なが る。

5） 気流制御 ユ ニ ッ ト使 用の 有無 に よ る 濃度低 減性能 の 違 い を 確認

　 　し、パ
ッ シ ブ 吸着建材の 濃度低 減性能試験 を行 う場合、物質伝

　 達率 a。，が 非常に 影響す る こ とを 再 確認 した。

6） 濃度低減性能 は （塑 に も影響 され るた め 、20L 小 形 Chamberを

　 使 用 す る場 合、横並 び の 性 能 評 価 をす る た め に、放散 量 測 定試

　 験法 と同様 の QfA・　O．23　［m ！h］の 条件 で 試 験 を行 な う こ とが 必 要

　 で あ る。

7） 市場流通 品の 中に は、liCHo 濃度 低減性能 が ない パ
ッ シ ブ 吸着

　 建材 も あ っ た。こ の こ と か ら も、本試 験法の 有 用 性 が 認 識 で き

　 　る。

8） 今 後、HCHO 以外 の 揮発 性 有機化合物 （VOCs ）の 濃度低 減性 能

　　を謳 っ た パ ッ シ ブ 吸 着建材 の 濃度低 減性 能試 験 を 行なって い く

　 予 定で あ る。また、濃度低 減性 能 の 妨害に関す る 検討 を 行 な う

　 必 要 が あ る。今後 の 検討課 題 で あ る。
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環 と して も 実 施 され た も の

で あ る、侑
．
）ア ドテ ッ ク な らび に （株 ）エ ア

ーグ ッ ドに は 、ADPAC

SYSTEM を提 供 して 戴い た．関係 各位 に 深甚な る謝 意を 長す る次第

で あ る e

注

【11 定 常 法試 験 よ り求 ま る吸 着 速度 t］ds［1魍（mlh ）1お よ び 換気 量 換 算 値

　　C，、、魂m1 ノ（hm
コ
）］eよ次式 とな るワ

　　　ads ＝（G −c 。）・QIA 　　　　　　　　　　　 〔7｝

　　　e。d．、・一（C4C 。

一且）・ρμ 　 　 　 　 　 　 　 〔8）

12］式〔2）で は ．ノt
’
li1＝1∫1・L，1．1，，］ とい う仮 定を して い る ．これ 1’±　Chamberl で の 放

　　散 建 材 面 積 の 1／3 （33％｝ か らの HCHO 放 散 量 （放 散 速度 ） が Chamber2
　　 での HCHO 放 散 量 〔放 散 速 度 ） と仮 定 す るた め で あ る （CIlalnbcr2で の

　　HCHO 放 散 建 材 の 露 出 面 積は 全体 の li3 〔33％ ） で あ る ｝。
［31 本研 究 で は 、パッ シ ブ 吸着 建材 が 面積比 で 2i3 （67 ％ ｝ は り 合せ され て い

　　 るの と きの 放 散抑制亨 で あ り．は り 合せ 面積 に よ っ て こ σ）放散抑制率 は

　　 当然変化 す るr とに 注意が 必 要で あ る，
141試験 体は メ

ー
カ
ー

か ら直接入 手、あ る い は 建樹
．
店よ り人 手 した 、メ

ー
カ

　　
ー一

か ら入 手 の 場 合．製 造直後 の 製品 を無 作為 に抽 出 して い る。試験体 は

　　ア ル ミホ イ ル で 包み 、更 に ビ ニ ル 袋で 密閉 L た 状 態で 輸送・保 存 して い る．
15］ HCHO 放 散 量 は 、試 験 期 間 内の 放 散 速 度 減 少 が 小 さ い材 料 を使 用 す る こ

　 　 とが 望 ま しい 、．
【6］ 建 材 表 面 で 釘 頭

・ね じ頭等 が 飛 び 出 て い な い よ うに す る．釘頭
・ね じ頭 の

　　面 積は ．パッ シ ブ吸 着建 材 の 面積 に 対 し 1％ 以内 と なる様 に し た ．
［71 両 Chamber の 放 散速 度 が 概 ね 同 じで あ る こ とを 確認 し ．高 放散 量 の

　　HCHO 放 散建材 を複 合建材 に 用い る．
ISI本報で の AD −FLOW を用 い た 場合の 水蒸気 の 物質伝達率 α．，は 187 【mth1

　　程度で あ る
，：ユ゚．川 、．通 常の ADPAC 　Chamber の 水蒸 気の 物 質伝達率 は 、3．9

　　Lmih］程 度で あ る
缶 22．，

19］ 焦藤 らは 、せ っ二 うボ ード 〔GB ） の 化 学 物 質 透 過 性 能 が 大 き い こ と を報

　　告 して い る 。こ の 大 き な透 過 性 能 に よ り ．両 チ ャ ン バ ー
の 放散 速度が ほ

　　ぼ 一一致 Lた もの と思 わ れ る
瓦24：、

【101WET は 漣 材 か ら の HCHO 放 散が あ る た め 、定常法試 験は 行わ なか った。
　 CSB は 定常 法試験 で 明 らか に 濃 度低減性能が 見 られ なか った こ とか ら 、
　　HCHO 放 散抑制性能試 験は 行 なわなか った．
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